
知恵と工夫と住民力で
中山間地域農業の未来を切り開く
ＮＰＯ法人ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会の挑戦

Yuki Village Council of Building Towa Home Village

武藤 一夫(前理事長、現理事）
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東和はこんなところです

2



都市への一極集中・・地方の
疲弊が始まる
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昭和５０年代

県内屈指の養蚕地帯

平成２年
中国との貿易で、絹相場が下落
養蚕経営の破たん

平成８年代

雇用を守るため、企業誘致を図る 平成１０年代後半

経済のグローバル化により誘致企業も撤退

平成１０年代後半

人口減少に伴い、学校の統合、農協の統合、市町村合併と、地域の衰退が色濃くなる

1 ．むらづくりの経緯 地域の衰退
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嘗て、青年団で地域を語った
9人が集結仲間が
酒を飲みかわし地域を語り合った
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•道の駅ふくしま東和を拠点とし指定管理者
の業務活動地域づくり

• 地域の農産物・特産品・加工品・工芸品などを販売を業とする

• 地域の交流の拠点としての業務

• 住民の福祉活動

市町合併を機に、
自立する地域づくりを目指す
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2,ゆうきの里構想（むらづくり活動）

震災復興プログ
ラムの作成・実践
放射性物質測定
販売物に情報開示
健康調査の実施

○地域の仕事をつくる
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Our values and objectives
地域住民が自ら考える地域づくりを目指す
もう頼るものはない
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slogan１
里山の恵みと人の輝くふるさとづくり

先人の文化を踏襲し、
ないものねだりからあ
るもいかし。



slogan２
君の自立ぼくの自立がふるさとの自立

他力本願は、ある意味
ゆでガエルを意味する。



（３）ＮＰＯ法人ゆうきの里東
和ふるさとづくり協議会の理念

1
1

• １ 有機農法での安全安心野菜作り
• ２ 地域の問題に対して勇気を持って地域づくりに取り組
む。

• ３ 地域の人々、消費者等都会の人々たちとのゆうき的な
お付き合い。

• ４ 合併以前から人材育成で組織された多くの団体・・・
協議会



「ゆうきの里東和」宣言
• この地は西に安達太良連峰を望み、木幡山、口太山、
羽山の伏水が阿武隈川に注ぐ里山の営みが連綿と息づ
いてきました。
春の山菜、秋の野菜、秋はきのこに雑穀、いも類、

果実、冬の漬物、味噌、納豆、餅の文化を生業として
暮らしに活かしてきました。
わたしたちは「山の畑の桑の実を小籠に摘んだはま

ぼろしか…」と唄われた桑畑、麦畑、棚田の稲穂を赤
とんぼが舞うふるさとの原風景を子供たちに伝えます。
わたしたちは平らな土地は一坪でも耕すという先人

の哲学を受け継ぎ、自然との共生、新たな技、恵みを
創造します。
わたしたちは心にやさしく、たくましく、生きる喜

びと誇りと健康を協働の力で培います。
わたしたちは「君の自立、ぼくの自立がふるさとの

自立」輝きとなる住民主体の地域再生の里づくりをす
すめます。
わたしたちは歴史と文化の息づく環境を守り育て、

人と人、人と自然の有機的な関係と顔の見える交流を
通して、地域資源循環のふるさと「ゆうきの里東和」
をここに宣言します。
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「ゆうきの里東和」宣言
里山再生プロジェクト

1. 里山の美しい景観や生態系を守るため
2. 里山に生活の糧を見出す
3. 生産物は、げんき野菜のブランドで安全安

心を提供
4. 消費者を巻き込む生産販売活動
5. 東和を目指す新規就農者・集落のコミュニ

ティの再生に力
6. 里山の整備により、多様な生物との共生
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地域の加工所の野菜くず、麺つゆ
の搾りかす。あめ玉製造の廃商品
など

家畜排せつ物法（H16.11本格施行）に
より牛ふんの野積が禁止。

堆肥センター
（資源循環センター）

畜産農家が施設設置
ＮＰＯと関連会社が運営

牛舎を清潔に保ちなが
ら飼育に専念すること
ができ、良質な福島牛
の生産→Ａ５、Ａ４ラン
ク高割合

黒字
経営
確保

・牛ふんを始め、食品残さなど１４種類の地域資源を
活用（→豊富なミネラル）
・有効微生物群を利用し、 悪臭を発生させない仕組
み

ゴミ処理では
なく活用へ

営農支援

地区内に漢方薬の製造工場が立地。漢方薬
の「しぼりかす」を有効利用。

農産物の
高付加価値化

４．むらづくり活動の内容（農業生産面）
（１）堆肥センターの設置・運営

○有機農業への取組を推進14



自然循環の堆肥センターの活用
自然豊かな里山の恵みを生かした地域活性化・

多くの産地野菜の中からどう選んでもらう
生産する野菜の差別化



「げんき野菜」のブランドづくり

•野菜ブランド東和「げんき野菜」
１ 土壌診断年１回以上
２ 施肥計画の提示と指導
３ 農薬化学肥料の使用を特別栽培基準に指導
４ 栽培履歴書の提示
５ 葉物野菜の硝酸イオン量が

ＥＵガイドライン以下な
ど、５項目の独自基準による栽培

６ 放射性物質の測定
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野菜の放射能の量を測定し開示する

対象農産物
にはシール
を貼付して

販売



・地域コミュニティの一員として定住
・有機農業の担い手

・空き家、空き農地の賃貸相談
・特別・有機栽培に係る営農支援

・栽培した農産物の販売
・道の駅の職員・パートへの積極的登用

・東和地域グリーンツーリズム推進協議会を組織
・子ども農山漁村交流プロジェクトなどによる農業体験
受入れ
・東京都各区民祭りへの参加

都市農村交流

福島県及び二本松市と共同で
窓口を設け、首都圏等からの
移住希望者の相談

相談体制整備

・希望に応じ、半年から１年間程度の農業研
修を受入れ（理事長宅等に寄宿）
・農業技術、地域への順応性などを見極め

農業研修

新規就農・移住

定住・二地域居住者への支援

・地域コミュニティの維持・活性化

・荒廃した空き家、耕作放棄地の発生防止

・高齢化が進む農業従事者の後継

新規就農者の受入

○ 相談窓口や農業研修などを通じて受入
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青天の霹靂 ２０１１年 ３月１１日 １４：４６
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放射能測定
民間の団体から貸与
市民放射能測定所と連携
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二本松市東和地区（約２０００ヶ所）
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放射性物質測定 9000検体以上
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豊かなむらづくり顕彰事業
日本農林水産祭り（２０１７）

22

他地域への普及性と今後の発展方向
本取組は、桑を活用した特産品の商品化
有機栽培野菜など独自認証ブランドの 生産

東日本大震災後もいち早く復興に向けて活動
都市と農山漁村の交流、移住推進にも成果
今後の発展が 大きく期待できる。

衰退した養蚕業、原子力発電所事故などの困難な条件を
克服し、地域資源や地域 特性を活かした自主的努力と創
意工夫を図っており、全国におけるむらづくりのモ デル
事例になり得るものである。



大学調査関係者から 一般人も交え民宿を生かした都
市住民、外国人観光客との交流が活発に

学生の受入れ 企業との連携の取組 外国人の受入れ（祭り体験など）

交流人口の増加・交流対象の拡大
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地域を面的に共有する
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静かで質素な生活は、絶え間な
い不安とともに成功を追い求め
るよりも多くの喜びをもたらす
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まとめ
• 中山間地域の悩みは現在抱える高齢化社会の問題と酷似する。
• 高齢者支援において、東和の高齢者は生きがいをもって生活す
る。

• ポイント
あくまでも当事者の考え方⇒やる気のない中での支援は。
何をどうしたいかというのも当事者
ポイントが分かれば効果が見える。
総じて、勝手に回りだす。
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